
～ 2025年2月14日

（対象者数） 13 （回答者数） 6

～ 2025年3月21日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 2025年3月21日

（対象数） 9 （回答数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問先と調整の上、フィードバックを充実させよりきめ細や

かな対応をしていきます。

2

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後は、メールやICTツールも取り入れていくことのメリッ

トデメリットを含め検討していきたい。

2

児童発達支援サービスの利用児が訪問支援を利用しているた

め、学園での活動の様子を知った上で訪問することができる。

通園先・学園での子どもの課題・支援方法などの情報を共有す

ることができている。

個々の特性・強みなどを把握した上で、訪問先や保護者のニー

ズを反映した支援を心掛けています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

登園時に面談を行っているが、十分な時間が取れず、報告が遅

くなることがある。

限られた時間を有効化していくための手段についての検討が必

要。

2025年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年2月18日

○事業所名 児童発達支援センター　みつばすみれ学園

○保護者評価実施期間 2025年1月20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


